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研究成果の概要（和文）：本研究では，まず，攻撃性の機能と形態から構造的に捉えた測定尺度の標準化のため
に妥当性し，質問紙の標準化を行った。次に，攻撃性と共感反応との関係について，攻撃性を構造関係から捉え
た上で，先行研究の知見を再現した。さらに，攻撃性の高い個人がなぜ共感の機能低下を引き起こすのかという
ことについて加害行動への感情帰属である“happy victimization（幸福な加害：HV）”に着目して調査を行っ
たところ，攻撃性と共感との関係におけるHVの効果が確認された。これらの結果から，攻撃性と共感との関係に
は，負の関連があり，その両者の関係にHVが影響していることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the present study, first, the measurement scale that structurally 
captured aggression in terms of its function and form was standardized. Next,based on the structural
 relationship of aggression, the findings of previous studies on the relationship between aggression
 and empathic responses were replicated. Furthermore, to investigate why individuals with high 
aggression cause a functional decline in empathic responses, "happy victimization (HV)," which is 
the attribution of emotions to aggressive behavior, was focused and the effect of HV on the 
relationship between aggression and empathic responses were investigated. The effect of HV on the 
relationship between aggression and empathic responses was confirmed. These results suggest that 
there are negative relationships between aggression and empathic responses, and that there is an 
effect of HV on the relationship between the two.

研究分野：発達心理学，教育心理学，健康心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
まず日本において，攻撃性の構造関係を測定し，それに基づいた研究はこれまでに皆無であり，本研究で開発さ
れた測定法を用いて攻撃性の構造関係に焦点を当てることで，児童期の攻撃性の理解をさらに深めることができ
るのではないかと考える。
またこれまでの攻撃性研究では，感情や感情処理の役割を検討した研究はいまだ少ない。本研究では，共感反応
や“happy victimization（幸福な加害：HV）”と攻撃性との関連が見出されており，それを確かめる実証的な
知見の一つとなりえたのではないかと考える。
今後本研究で得られた知見をもとに，攻撃性のタイプに応じた介入・予防法の考案へと寄与することが期待され

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年の攻撃性研究では，攻撃性をその発動の根底にある機能（underlying function；反応的，道
具的）と，表に現れている形態（overriding form；顕在性，関係性）という観点から，それらを
組み合わせて構造的にとらえることが提言され，それぞれの攻撃性から適応・健康上の問題との
関連が再検討されるようになり，４つの攻撃性のサブタイプでは異なった関連を示すことが示
唆されていた（Marsee & Frick, 2007; Prinstein & Cillessen, 2003）。より詳細な攻撃性の理解や対
処・予防のために，攻撃性の構造関係に基づいた研究が必要であると考えられる。そこでまず，
開発途中であった，児童に対して適用可能な攻撃性の構造関係を測定する尺度（勝間，2016）を
標準化していく必要があると考えた。 

また攻撃性研究では，その発動までに至るプロセスの理解については，社会的情報の処理を 6

段階に分けた円環モデルによる社会的情報処理（social information processing; SIP）理論（Crick & 

Dodge, 1994）という認知に焦点化した枠組みで検討が行われてきた。しかし近年では，感情が個
人の意思決定に重要に関わっているというさまざまな理論や仮説（e.g., Damasio, 1994）が提唱さ
れており，SIP 理論における感情や感情処理の役割を統合したモデルが提示され（Lemerise & 

Arsenio, 2000），攻撃性研究における感情の重要性が指摘されている。研究代表者の先行研究（勝
間・山崎，2008，2009）では，攻撃性と共感や感情認知および共感関連反応との関連を見出し
たが，攻撃児が共感反応の低下に至るメカニズムを明らかにすることが課題となっていた。この
課題について，“happy victimization（幸福な加害）”帰属に着目した。Arsenio（2006）による
と，攻撃児が他者の痛みや損失に共感する過程について，攻撃性の高い子どもは，“happy 

victimization（幸福な加害）”帰属を持っており，その加害行為がもたらす明確な利益に対して
は“ポジティブな感情（happy/less negative emotions）”を感じると予期（帰属）し，そのよう
な自分のポジティブな感情を優先してしまう結果，他者の痛みや損失を気づけないために共感
できないのではないかと指摘している。そしてこの傾向は特に道具的攻撃児に多いことを明ら
かにしている。そこで，攻撃性のサブタイプによる共感の機能低下の違いを happy victimization 

という感情帰属の観点から明らかにする必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究では，小学校 4～6 年生を対象として，児童がもつ攻撃性の構造関係を明らかにし，そ
れぞれの攻撃性のサブタイプによる共感反応の違いや，各攻撃児の共感の生起メカニズムを感
情帰属過程である happy victimization により明らかにしていくことを目的とした。さらに，本
研究では，因果関係の同定についても言及したいと考えた。そのため，目的は次の 3つを設定し
た；目的Ⅰ：攻撃性の機能と形態の構造関係を捉える尺度について妥当性検討を行う，目的Ⅱ：
攻撃性を構造関係から捉えた上で共感との関係を検討する，目的Ⅲ：攻撃性の高い児童が，なぜ
共感反応に歪みを持つのかを，happy victimization という加害行動に対する感情帰属との三者
関係から明らかにしていく。 

 

３．研究の方法 

本研究では，前述の目的を検討するために 3 つの研究を行った。調査対象者は，小学校 4～6

年生の児童と，攻撃性構造関係の測定法の妥当性を検討するために（目的Ⅰ），その一部として
児童の保護者にも調査を行った。 

調査対象者の収集はアスマーク株式会社に依頼した。同社モニター登録者（成人）の中から小
学校 4～6 年生の子どもがおり，関西近辺に在住しているもののみを選定した。選定された者の
中で，当該調査内容，個人情報の保護，子どもの自己決定権についての説明に同意した者のみ，
研究代表者が設けた調査会場に集まってもらい，集団形式で実施された。 

 なお，今回調査では十分なサンプル数を確保することができなかったため，研究②（目的Ⅱ）
に関しては，以前に得られたデータと合わせて検討することとした。 

 
４．研究成果 
【研究①】 
（1）目的 

開発中の児童における攻撃性の機能と形態の構造関係を捉える尺度について妥当性の検討を
行うことを目的とした。 

（2）方法 

①調査対象者 

関西地方の小学校 4～6 年生 44 名（男子 25 名，女子 19 名，年齢：M＝10.93，SD＝.82）とそ

の保護者 41 名（年齢：M=44.34，SD＝3.83）を対象とした。 

②調査材料 

1）攻撃性構造関係測定尺度：質問紙の構成尺度は形態（顕在性，関係性）と機能（反応的，

道具的）であり形態項目 12 項目，機能項目 8 項目の順で回答を求めた。形態項目については，



それぞれの項目を“自分以外の人にふだんどのくらい行っているか”を，“まったく行わない（0

点）”～“とてもよく行う（4 点）”の 5 段階で評定を求めた。さらに機能項目に対しては，“質

問①（すなわち形態項目）で答えたことについて，それらのことを自分以外の人に行うとき，書

かれている理由がどれくらいあてはまるか”を，“まったくない（0 点）”～“いつも（4 点）”の

5 段階で評定を求めた。攻撃性の構造関係による 4 つの尺度（反応的顕在性攻撃，反応的関係性

攻撃，能動的顕在性攻撃，能動的関係性攻撃）の得点については，形態，機能項目の得点を合成

して生成した。 

2）場面設定法による共感反応測定：仮想的に設定された場面を使用する場面設定法を用いて，

他者の悲しみの場面に対する感情認知および共感関連反応を測定した。場面については 3 つ用

意した（A：ペットの死，B：友人との離別，C：大事な所有物の喪失）。それぞれの場面に対し

て，感情認知，エンパシー，シンパシー，個人的苦痛を問う 4 つの項目について，“ぜんぜんそ

うおもわない（1 点）”～“とてもそうおもう（5 点）”の 5 段階で評定してもらった。 

3）保護者による子の攻撃性構造関係の評定：攻撃性の構造的関係から捉えた 4 つの攻撃性を

表す項目を各 2 項目用意し，アンケートに協力している子どもがそれらの項目を“ふだんどのく

らい行っているか”について，“とてもよく行う（4 点）”～“まったく行わない（0 点）”で評定

してもらった。 

③調査時期および手続き 

 調査時期は 2023 年 3 月であり，調査会社を通じて集められた児童および保護者に対して，集

団形式で実施した。 

（3）結果と考察 

①全尺度の記述統計およびα係数 

 本研究で使用した攻撃性構造関係測定尺度，場面設定

法による共感反応，親評定について，記述統計量とα計

数を算出した（Table 1）。その結果，いずれの尺度もα計

数が .6 以上となり，十分な内的一貫性を示した。 

②攻撃性構造関係測定尺度と共感反応の相関 

 これまでの研究では，攻撃性と共感には負の関係があ

ることが分かっている。そのため，収束的妥当性の検討

のために，攻撃性構造関係測定尺度と共感反応との関係

について，Pearson の相関係数を算出した。その結果，ほ

ぼすべてにおいて中程度の負の有意な相関が見られた（r 

= -33～-.61, すべて p < .01）。唯一有意な相関が得られな

かった能動的関係性攻撃とエンパシーとの相関係数は r = 

-.28, p = .09 となっており，サンプル数を増やすことによ

って有意になる可能性が示唆される。よって，攻撃性構

造関係測定尺度の収束的妥当性が高いことが示された。 

③攻撃性構造関係測定と保護者評定の相関 

 児童自身の攻撃性構造関係測定尺度とその保護者による攻撃性構造関係尺度の評定について

Pearson の相関係数を算出した。しかし，すべての下位尺度において，有意な相関は得られなか

った。親（保護者による）評定は，乳幼児期の研究においてよく用いられている。一方，児童期

になると教師評定が用いられることが多い。今回の結果からは，特に攻撃性のような子のネガテ

ィブな側面を測定する場合，保護者による評定により妥当性を検討することは困難なことが示

唆される。 

 本研究の結果から，攻撃性構造関係測定尺度につ

いては，十分な信頼性を備えており，共感反応との

関係においては，十分な収束的妥当性を有している

と言えるだろう。ただし，構成概念妥当性の検討と

して，引き続き，教師評定による検討を行うことが

必要であろう。 

【研究②】 

（1）目的 

攻撃性を構造関係から捉えた上で共感との関係を検討することを目的とした。 

（2）方法 

①調査対象者 

 研究①の調査対象者である関西地方の小学校 4～6 年生 44 名に，勝間（2017）で検討した公立

小学校計 3 校に在籍する 4〜6 年生 438 名を加えた，482 名を分析対象者とした。 

②調査材料 

 研究①で用いた以下の 2 つの尺度 1）攻撃性構造関係測定尺度，2）場面設定法による共感



反応測定を用いた。詳細は研究①を参照。 

③調査時期および調査手続き 

 研究①の調査対象者 44 名については，同様。

勝間（2017）の調査対象者 438 名については，

2016 年 1～3 月に調査協力の同意を得られた 3

校にて，学級ごとに集団形式で調査を実施し

た。 

（3）結果と考察 

①全尺度の記述統計およびα係数 

 本研究で使用した尺度の記述統計およびα

係数を算出した（Table 3）。α係数の値はすべて

α＝.60 以上であり，十分な内的一貫性があることが示された。 

②攻撃性構造関係尺度と共感との関係 

 共感反応の下位尺度毎に，各攻撃性得点の高低群×性の 2 要因分散分析を行った。分析に際し

て，各攻撃性得点の中央値

によって高低群に分けた。

その結果を Table 4 に示す。

すべての共感反応におい

て，各攻撃性と性の主効果

が見られ，すべて攻撃性高

群が低群より有意に低く，

男子が女子よりも有意に低

いことが示された。なお，す

べての交互作用が有意では

なかった。つまり，構造関係

から捉えた 4 つ攻撃性は，

それぞれ共感反応を低める

ことが示唆される。よって，

攻撃性と共感との関係にお

いて過去の知見を一部再現

した。今後，攻撃性の違いに

よる共感反応との関係を詳

細に分析する必要がある。 

【研究③】 
（1）目的 

攻撃性の高い児童が，なぜ共感反応に歪みを持つのかを，happy victimization という加害行

動に対する感情帰属との三者関係から明らかにすることを目的とした。 

（2）方法 

①調査対象者 

 研究①の調査対象者である関西地方の小学校 4～6 年生 44 名を調査対象者とした。 

②調査材料 

 攻撃性と共感反応については，研究①で用いた 2 つの尺度 1）攻撃性構造関係測定尺度，2）

場面設定法による共感反応測定を用いた。詳細は研究①を参照。 

3）場面設定法による“happy victimization（幸福な加害）”を測定：さらに，加害行動に対する

感情帰属である“happy victimization（幸福な加害）”を測定するために，場面設定法を用いた。

先行研究（Arsenio, Adams, & Gold, 2009; Hasegawa, 2018）を参照し，被害者 A さんと加害者 Bさ

んが登場する場面を 3 つ用意した（Ⅰ：水飲み場で割り込まれる，Ⅱ：遠足に持ってきたドーナ

ツを盗まれて食べられる，Ⅲ：トイレの落書きを嘘をつかれて自分のせいにされる）。それぞれ

の場面に対して，加害者 B さんの感情を尋ねるため，“（各場面の後）Bさんはどう感じていると

思うか，自分自身が加害者 Bさんだったらどう感じていると思うかに対して，“とても悲しい（-

2 点）”，“悲しい（-1 点）”，“うれしい（1 点）”，“とてもうれしい（2 点）”の 4 段階で評定して

もらった。さらに，それぞれの評定についての理由も尋ねた。 

③調査手続き 

 研究①と同様。 

（3）結果と考察 

①加害者および自分自身についての“happy victimization（幸福な加害）：HV”の記述統計とα係

数 



加害者および自分自身についての HVの記述

統計とα係数を算出した（Table 5）。加害者にお

いても自分自身においても HV のα係数は.70

以上となり，十分な内的一貫性を示した。 

②攻撃性構造関係尺度，共感反応および加害者・自分自身における HV の 3 者関係の検討 

 加害者・自分自身の HV 得点を中央値で高低群に分け，それぞれの群での攻撃性と共感反応の

Pearson の相関係数を算出した（加害者に対する HV は Table 6，自分自身に対する HV は Table 

7）。その結果，加害者に対する HV においても，自分自身に対する HV においても高低群で攻撃

性と共感との関係に一部違いがあることが示された。加害者に対する HV 高低群での違いが顕

著であったのは，攻撃性と感情認知との関係であった。高群では，攻撃性と共感反応とに有意な

負の相関が示されたが，低群では有意とはならなかった。つまり，攻撃性と感情認知の関係にお

いて，加害者に対する HV の調整効果があることが分かった。この調整効果は，自分自身に対す

る HV においても一部示された。加害者においても自分自身においても，加害行動に対してポジ

ティブな感情を示すも

のは，攻撃性が感情認知

を阻害している可能性

が示唆される。ただし，

本調査については，サン

プル数を十分に確保す

ることができなかったた

め，解釈は限定的ではあ

るため，今後サンプル数

を増やした上で，それぞ

れの攻撃性の違いや HV

の媒介効果についても検

討していく必要がある。 
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